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審判 の 日 を 信じ る こと 。 





親愛 な る ムスリム 皆様 。 よ いこ と 、 悪 いこ 
と は 、 必 ず そ れ に 
私 達 は この 世界 が 、 一 つの 試練 の 場 で ある こ 
と を 信じ て いま す 。 短い お客 と し て の 潮 在 の 
後 、 毎 日 何 千 も の 人 々 が 旅立っ て いく 永遠 の 
世界 へ 私 達 も また 出発 する の で す 。 審判 の 日 
を 信じ る こと は 私 達 の 信仰 の 基本 的 な 部 分 の 
一 部 で す 。 そこで 秒 達 皆 が 、 こ の 世 で 行っ た 
こと 、 あ る い は 行わ な 
か っ た こと に つい て 尋 
間 を 受け る 、 と いう こ 
と を 疑い な く 信 じ ま す 。 
そう で な けれ ば 、 不 公 
正 、 不 公平 が 生じ る か 
お 

アッ ラー は 、 星 章 第 
31 節 で 「 本 当 に 天 【 
あり 地 に ある 凡 て の も 
の は 、 デ ッ ラ ー の 有 で 
ある 。 だから 政 本 は 相応 し い 報 い を 与 
えら れ 、 ま た 和 善行 の 徒 に は 最善 の も の で 報 わ 
CR 
は 審判 の 日 を 、 報 奨 と 罰 の 与え られ る 日 と さ 
れ 、 預 言 者 章 第 4 7 人 節 で は 「 わ れ は 審判 の 日 
の た め に 、 公 正 な 程 を 設け る 。 1 人 と し て 仮 
令 草子 一 粒 の 重 さ で あっ て も 不当 に 扱わ れる 
こと は な い 。 わ れ は それ を (計算 に ) 持ち 出 
す 。 わ れ は 清算 者 と し て 万 全 で ある 。」 と 仰 
せら れ て お られ ます 。 人 が この 世界 で 行っ た 
こと に つい て は 、 そ の 人 自身 の 肉体 が 証言 を 
行い ます 。 こ の こと は 御 光 章 第 2 4 節 で 明 ら 
か に 示さ れ て いま す 。 「 そ の 日 、 か れ ら の 大 
と 手 と 足 は 、 そ の 行っ た こと に 就 い て か れ ら 
に (不利 な ) 立証 を する 。」 

ムスリム の 皆様 。 祭 高 な る アッ ラー の 裁き 
の 場 が 開か れる 時 を 、 ク ルアー ン は 次 の よう 
に 説い て いま す 。 


ロゴ 合っ た 対応 が な され ます 。 





「 そ の 日 、 人 びと は 分 別 さ れ た 集団 と な っ 
て ( 地 中 か ら ) 進み 出 て 、 か れ ら の 行っ た こ 
と が 示さ れる で あろ う 。 一 微塵 の 重 さ で も 、 
善 を 行っ た 者 は それ を 見 る 。 一 微塵 の 重 さ で 
も 、 悪 を 行っ た 者 は それ を 見 る 。」 (地震 章 
第 6 一 8 節 ) 

「 や が て 、 (終末 の ) 一 声 が 高 鳴 り 、 人 が 
目 分 の 兄弟 か ら 人 逃れ る 日 、 自 分 の 母 や 父 や や 、 
また 自分 
ら (逃れ る 日 ) 。 そ 
0 
と で 手 い っ ぱい 。 ( 或 
る 者 た ちの ) 顔 は 、 そ 
の 日 輝き 、 笑 い 、 且 つ 
喜ぶ 。 だ が ( 或 る 者 た 
ちの ) 顔 は 、 そ の 日 堪 
に 塗 れ 、 暗 黒 が 顔 を 林 
う 。」 ( 眉 を ひそ め て 
章 第 3 3 一 4 1 節 ) 

「 一 人 ひと り に 、 わ れ は その 運命 を 首 に 結 
び 付け た 。 そ し て 復活 の 日 に は 、 (行い の ) 
記録 され た 一 巻 が 突き 付け られ 、 か れ は 開い 
て 見 る 。 (か れ は 仰せ られ よう 。) 『 あ な た 
が た の 記録 を 読み な さい 。 今日 こそ を は 、 あ な 
た 自身 が 自分 の 清算 者 で ある 』 」 ( 夜 の 旅 章 
第 1 3 一 1 4 節 ) 

預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 
ッ ハディース で 、 今 日 の フト バ を 締め くく り た 
いと 思い ます 。 

「 審 判 の 日 、 人 は 以下 の 重 つ の こと に つい 
て 必ず 問わ れる で あろ う 。+ ュ 1 一 人 生 を どこ 
で 費やし た か 2 一 莉 年 時 代 を どこ で 費 や 
し た か 3 一 財産 を どこ か ら 得 た か 4 一 
財産 を どこ で 費やし た か 5 一 学ん だ こと 
を それ ほど 実践 し た か 。」 
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